
湖 南 市 市 民 憲 章

　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に
感謝して、活気と希望に満ちた、
ゆたかで創造的なまちをつくる
ために、この憲章を定めます。

一、   美 し い 水 と 緑 を 大 切 に
し、自然と調和したまちを 
つくります。

一、   たがいの人権を認めあい、 
思 い や り の あ る ま ち を 
つくります。

一、   子 ど も が 健 や か に 育 ち 、 
障がい者や老人をはじめ、 
誰 も が 安 心 し て 暮 ら せ る 
まちをつくります。

一、   ゆ た か な 歴 史 を 重 ん じ 、 
香 り 高 い 文 化 の ま ち を 
つくります。

一、   社会の規律を守り、安全で 
住みよいまちをつくります。

災害時の情報収集
●湖南タウンメール
あらかじめ登録し
た携帯電話などの
メールアドレスに
災害時の緊急情報
などを配信しています。

●�「防災行政無線」を聞きもらし
たときは…
防災行政無線の放送内容を電
話で確認することができます。

☎72 ● 5040

登録はこちらから↑
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見本作品

問伝統工芸会館　☎ 72 ● 7444（定休日：月・火曜日）

先着５０人近江下田焼“干支”絵付け体験

■日時　11月２日（水）～27日（日）（月・火曜日を除く）
　午前10時～午後４時
■場所　伝統工芸会館（岩根1656番地）
■体験参加料　500円（6寸皿（直径18cm）1枚分）
■�申込方法　氏名（代表者）、住所、電話番号、参加人
数、体験希望日時をFAXか電話で問へ。�

湖南市の伝統工芸品「近江下田焼」のお皿に
来年の干支「酉（とり）」の絵付けをしよう！
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